
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

募

　集

募

　集

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
２
０
２
１
夏

　
〜
太
陽
と
語
る
夏
〜

令
和
３
年
度
保
育
の
現
場

体
験
参
加
者
募
集

治
山
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
海
や
山
と
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
と
お
し
て
、
自
然
へ
の
親
し
み

や
畏
敬
の
念
を
育
み
、
自
立
心
、

協
調
性
、
責
任
感
を
も
っ
た
心
身
と

も
に
健
全
な
少
年
少
女
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日
　
　
時
：

①
プ
レ
ス
ク
ー
ル 

７
月
25
日（
日
）

②
メ
イ
ン
ス
ク
ー
ル 

８
月
８
日（
日
）

　
〜
８
月
12
日（
木
） 

４
泊
５
日

会
　
場
：
静
岡
県
立
焼
津
青
少
年

の
家
　
焼
津
港
及
び
周
辺
　
ほ
か

対
　
象
：
小
学
校
５
・
６
年
生
及

び
中
学
１
年
生
　
56
人
程
度

参
加
費
：
１
７
，
０
０
０
円
程
度

　
　
　
　（
食
事
代
・
保
険
料
な
ど
）

募
　
集
：
６
月
21
日
ま
で
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
所
定
の
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、必
要
事
項
を
記
入・郵
送

※

定
員
が
超
過
し
た
場
合
は
抽
選

【
問
】
静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

　
　 

☎
０
５
４-

６
２
４-

４
６
７
５

　「
将
来
、保
育
士
に
な
り
た
い
」「
も

う
一
度
保
育
士
と
し
て
働
き
た
い
」

と
い
っ
た
皆
さ
ん
の
夢
を
応
援
・
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
保
育
士
資
格
を
持
ち
な
が
ら
就

労
し
て
い
な
い
方
や
資
格
取
得
見
込

み
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
保
育
の
現

場
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

対
　
　
象
：①
保
育
士
資
格
ま
た
は

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の
方

②
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
免
許
資

格
取
得
見
込
み
の
方

実
施
期
間
：
令
和
３
年
４
月
下
旬

〜
令
和
４
年
２
月
末

※
体
験
は
左
記
期
間
内
で
１
回
に
つ
き
３
日

間
ま
で
、複
数
の
事
業
所
で
の
体
験
も
可
能

費
　
　
用
：
無
料

申
し
込
み
：
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
「
保
育
現
場
体
験
申
込
書
」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を

記
入
後
郵
送
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

静
岡
市
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
静
岡
市
保
育
士
・
保
育
所

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　 

☎
０
５
４-

２
７
１-

２
１
１
０

　
　 

FAX
０
５
４-

２
７
２-

８
８
３
１

　
治
山
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
本
格
的
な
雨
期
の
前
に
、
土
砂
災
害

な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
治
山

施
設
の
点
検
や
周
辺
の
山
林
の
状
況
に

つ
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
近
年
、
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
局

地
的
大
雨
が
多
発
し
て
お
り
、
未
然
に

災
害
を
防
ぐ
た
め
に
治
山
パ
ト
ロ
ー
ル
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
周
辺
で

落
石
の
危
険
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
期
間
中
は
、
県
農

林
事
務
所
職
員
や
役
場
担
当
職
員
な

ど
が
、
実
際
に
山
林
に
立
ち
入
っ
て
現

況
調
査
を
し
ま
す
。
周
辺
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
：
６
月
１
日（
火
）〜
15
日（
火
）

範
囲
：
町
内
全
域

内
容
：
人
家
や
公
共
施
設
に
近
接

し
た
治
山
施
設
の
損
傷
調
査
、
林

地
お
よ
び
保
安
林
内
の
現
況
調
査
、

地
域
住
民
への
防
災
意
識
の
啓
発
活

動
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
）

実
施
者
：
県
農
林
事
務
所
、
町
建

設
課

【
問
】・
建
設
課 

☎
56-

２
２
２
７

　
　
・
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
治
山
課

　
　
　
☎
０
５
４-

６
４
４-

９
２
４
５

　
大
麻・け
し
の
仲
間
の一部
は
、乱
用

防
止
の
た
め
栽
培・採
取
が
厳
し
く
規

制
さ
れ
て
お
り
、許
可
無
く
栽
培
し
て

い
た
場
合
、た
と
え
観
賞
用
で
あ
っ
て

も
処
罰
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
不
正
栽
培
お
よ
び
自
生
し
て
い
る

大
麻
・け
し
を
撲
滅
す
る
た
め
、自
宅

や
近
所
で
疑
わ
し
い
も
の
を
発
見
し

た
場
合
は
、最
寄
り
の
保
健
所
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、電
子
メ
ー
ル
で
生
育
場
所
と

写
真
等
を
送
付
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

鑑
定
し
ま
す
。

【
問
】
静
岡
県
中
部
保
健
所
衛
生
薬
務
課

　
　 

☎
０
５
４-

６
４
４-

９
２
８
９

　
　 

FAX
０
５
４-

６
４
４-

４
４
７
１

　
　 M

ail

：kfchuubu-eiyaku@

　
　
　
　
　pref.shizuoka.lg.jp

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問

題
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
川
根
本
町
で
は
、
年
６
回
、
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
人
権
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
限
ら
ず
、

人
権
に
つ
い
て
の
相
談
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
内
容

　
い
じ
め
に
あ
っ
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
人
権
侵
害
を
受
け
た
、
女
性
・

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

５
月
〜
６
月

不
正
大
麻・け
し
撲
滅
運
動
実
施
中

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

高
齢
者
・
外
国
人
へ
の
差
別
に
関
す

る
こ
と
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等

◆
川
根
本
町
人
権
擁
護
委
員

（
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
）

・
下
原
泰
さ
ん
・
森
田
雅
文
さ
ん

・
中
村
弘
司
さ
ん
・
森
下
紹
子
さ
ん

【
問
】
健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
室

　
　 

☎
５
６-

２
２
２
４

　「
養
育
費
は
ど
う
決
め
た
ら
い
い

の
」「
約
束
し
た
養
育
費
が
止
ま
って

し
ま
っ
た…

」
な
ど
お
困
り
の
方
へ
、

弁
護
士
が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
　
　象
：

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

②
子
ど
も
が
い
て
離
婚
を
お
考
え
の
方

相
談
内
容
：
養
育
費
、
面
会
交
流
、

親
権
、
慰
謝
料
、
財
産
分
与

申
し
込
み
：
事
前
予
約
制
で
す
。

必
ず
お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※

日
時
や
会
場
に
つ
い
て
は
、サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
か「
ぼ

し
ず
＠
ほ
ー
む
」で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
】
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
４-

２
５
４-

１
１
９
１

無
料
弁
護
士
相
談
の
ご
案
内

突然の訪問販売・電話勧誘販売などは
要注意です!

　コロナ禍で経済が停滞し訪問販売は増加傾向
にあります。加えて高齢者の多い本町のような
山間地は、訪問販売が多発する環境でもあります。
　訪問販売は、会社名、自分の名前を名乗り、
商品名とその商品を販売に来たことを告げなけ
れば「違法」行為です。言葉巧みに説明し、断
る隙を与えず、契約と同時にクレジット契約手続
きをするなども「違法」行為です。

　訪問販売や電話勧誘による販売、郵便による
投資勧誘など、消費者の心の隙につけ込む悪徳
商法には十分にご注意ください。威迫（威力を
示して相手を脅し従わせようとする行為）・困惑
（どうしてよいか判断がつかず迷うこと）行為で
どうしても断れず契約してしまった場合、または
少しでも不審に思ったら、迷わず消費生活相談
窓口へご相談ください。

【消費生活相談窓口】
● 中部県民生活センター　☎054-202-6006
　（午前９時～午後４時）
● 川根本町役場　くらし環境課　☎56-2236
　 （毎週水曜日、隔週金曜日に消費生活相談員が庁舎に在駐しております。）
　 ※ただし、土日祝祭日を除く

【迷惑電話対策機器設置事業費補助金について】
金銭の振込みを要求する詐欺及び悪徳商法等の特殊詐欺による被害を
未然に防止するため、迷惑電話対策機器の購入者に補助金を交付します。

【補助対象者】 町内に住所を有する者で、自らが居住する住宅に機器を設置する者
【補　助　額】 補助対象経費の３分の２以内の額とし、５千円を限度とする。

※補助金申請については、機器購入前に手続きをお願いいたします。

【消費生活相談窓口】

【迷惑電話対策機器設置事業費補助金について】

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617


